
昨年は、農薬行政上大きな節目となる一年となり
ました。農業の競争力強化を目的とする農業競争力
強化関連法が成立、農薬取締法の一部改正もなされ、
農業の６次産業化や農産物の輸出振興に向けて大
きく舵が切られました。このような大きな変革が進
む中、本誌、農薬時代は1954年（昭和29年）４月
20日の創刊（図１）以来65年、発行部数累計120
万部を超え、ここに第200号の発行となりました。
第１号の冒頭では、国民生活の本質として食料自給
率を高めることの必要性と、それに伴う病害虫防除
の一助としての農薬の意義が述べられ、当社として
この重大意義に取り組む決意が記載されておりま
す。これは、現在にも通じる基本精神として累々と
引き継がれ、農業化学品事業は当社にとっての大き
な柱となっております。昭和から平成を経て新たな
元号に代わる節目となる年に、第200号を発行する
ことができましたのも、刊行の主旨にご理解を賜り、
快く執筆を引き受けて頂きました農林水産省をはじ
めとする多くの関係機関や企業の方々のご協力と、
ご愛読頂きました読者皆様、その他多岐にわたる関
係各位のお蔭であると深く感謝申し上げます。
近代化学産業が発展する過程においては、農薬

メーカー各社は競って新規化合物の合成探索を行
い、新製品を開発してまいりました。新規化合物の
開発は年々困難なものになっておりますが、各社は
“SDGs”などのキーワードのもと、社会貢献に資
する新製品、新技術の開発やコスト削減に向けてし
のぎを削り、農業生産における技術革新も目覚まし
いものがあります。マルチナショナルと呼ばれる大
手企業は、もはや化学農薬の創製にとどまらず、Ｉ
Ｔ農業・スマート農業などと称される農業生産管理
技術の精緻化に伴う省力化や生産性の向上、さらに

はゲノム編集技術等による品種改良などにも取り組
んでおり、近未来の農業は大きく様変わりしている
ことでしょう。植物防疫の分野におきましても、従
来の化学農薬一辺倒から、生物農薬や耐性品種の
導入などの技術を複合的に組み合わせた高度な防
除体系が出来上がってきております。しかしながら、
技術革新がいくら進んだとしても、農業生産の原理
原則は不変であり、農薬の使用場面では、栽培管理
や病害虫防除の基礎知識の上に、使用するそれぞ
れの製品・技術の特長や安全性、使用上の注意点
等を正しく把握することにより、効果的な適用が可
能となります。一方、近頃の情報収集手段はインター
ネットでの検索が主流となっております。素早く適
格な情報を得るという目的では、ネット検索は便利
ですが、印刷物には印刷物ならではの良い点も多々
あるでしょう。そこにあるからちょっと手に取る、
じっくり読み込む、普段見落としがちな話題に出会
う、思わぬエピソードも目に留まる、出版物として
の本誌の有用性に変わりはないと考えております。
農薬時代の編集に際しましては、当社製品の解説

にとどまらず、農薬の製造者、農業生産技術者、農
薬の使用者など農薬に関わる多くの人々を結びつけ
る内容を意識し、農業生産の向上に貢献するべく正
しい知識の普及に努めてまいりました。また、
1975年126号から掲載が始まった「途中下車」は、
専門的な記事の中にも試験研究に携わっておられる
方々の趣味や旅行記、農産物のよもやま話など、日々
の随想録を綴っているコラムとして好評を博してま
いりました。これからも、ビジュアルで多彩な有用
情報満載の利用価値の高い内容を目指してまいりま
す。日本の農業が大きな転換期を迎える中、農薬に
対しましても様々な点で世間の厳しい評価の目が向
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けられております。当社といたしましても、農薬メー
カーとしての社会的責任の重さを真摯に受け止めな
がら、その使命を果たすべく全力で取り組んでまい
る所存です。「農薬」という単語そのものの是非、
代替用語を要望される声も時に耳にする昨今ではあ
りますが、「農薬時代」という誌名の歴史をかみしめ、

食料生産に貢献してきた「農薬」に対する矜持を持っ
て新しい時代に向かいたいと思っております。最後
に、本誌の末永き続刊のためにも、日本曹達の農薬
への一層のご支援、ご愛顧の程よろしくお願い申し
上げます。
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